






 
2008年度若手研究者・技術者海外派遣 

派遣者氏名 眞田 有吾 
派遣者所属 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻船舶海洋工学部門 
調査テーマ 欧州の水槽試験における先進的計測技術に関する動向調査  
訪問国 ノルウェー、オランダ、フランス、イタリア、ドイツ 
派遣期間 平成 21年 1月 19日 ～ 平成 21年 1月 31日 

紹介者  
Dr. Carl T Stansberg MARINTEK 
Dr. Janou Hennig MARIN 
Mr. Jean-Paul 
 Borleteau SIREHANA 

Dr. Emilio F 
 Campana INSEAN 

Mr. Jürgen Friesch HSVA 
訪問先面談者  所属 
Dr. Carl T Stansberg MARINTEK 
Dr. Sébastien Fouques MARINTEK 
Dr. Janou Hennig MARIN 
Mr. J.Tukker MARIN 
Mr. Jean-Paul Borleteau SIREHANA 
Dr. Mario Felli INSEAN 
Dr. Francisco Pereira INSEAN 
Mr. Jürgen Friesch HSVA 
Mr. Herbert 
 Bretschneider HSVA 

Mr. Gerd Lammers HSVA 
調査内容(1) 波面計測に関する調査 



(1-1）JRP3 の動向調査 
 リーダーである Stansberg氏と各メンバーと面会し、JRP3の活動内容について調査した。現在、
1)格子状に多数配置した波高計を用いた波形解析法のルーチンワーク化、2)ステレオ画像法を用いた
3次元波面計測の二項目を実施中であることが明らかとなった。ステレオ画像法は米国の大学が開発
した複数台のカメラによるもので、実験結果について報告を受けた。現状では、鏡面反射する領域で

は適用が困難であることが判明した。 
 
(1-2）画像を用いた波面計測に関する意見交換 
 派遣者が開発中である水面反射光法（RLD法）を紹介し、試験水槽の波面計測に画像計測法を適
用する際の問題点について、JRP3各メンバーと意見交換した。ステレオ画像法と RLD法のそれぞ
れのメリット・デメリットと、適用可能範囲について明確となった。両者を併用することで、波浪場

全体を捉えることが可能になると思われる。 
 
 

調査内容(2) 試験水槽におけるPIV計測に関する調査 

(2-1)JRP1の動向調査 
 JRP1各機関で実施した Bentchmark試験の概要、および各機関で開発した PIVシステムと応用
事例について報告を受けた。今後、日本において同様のシステムを導入する際の参考になると思われ

る。 
 
(2-2)PIV計測の試験水槽への適用例と問題点に関する調査 
 試験水槽でPIV計測を実施する際の問題点（トレーサーのシーディング方法、画像処理方法、振
動・ノイズ対策、模型によるレーザー光反射など）について調査した。特に、ステレオ PIVは模型
によるレーザー光反射による影領域の発生が問題となっているが、屈折率整合法を適用することでこ

れを解消することができ、計測適用範囲の拡大につながると思われる。 
 

調査内容(3) 高速度カメラの高度利用に関する調査 

(3-1)高速度ビデオカメラシステムと計測例に関する調査  
 H.Bretschneider氏と面会し、HSVAで導入した最新の高速度ビデオカメラシステムの概要と高速
回流水槽、実船試験での計測事例、JRP6に関する調査を行った。 
 
(3-2)Volumic計測システムに関する調査 
 F.Pereira氏と面会し、INSEANの回流水槽で稼動予定のDefocus-PIVについて調査した。
Defocus-PIVは、3次元渦構造の把握や従来のキャビテーションスケッチのデジタル化が可能である。
また、気泡による摩擦抵抗低減などの解明などに応用が可能であると思われる。 
 

調査内容(4) HTAに関するその他の調査 



(4-1)JRP7の内容に関して 
 INSEAN訪問時に、事前調査では不明であった JRP７の内容の一部が今回判明した。JRP７では、
米国で開発された感圧塗料（PSP）を用いた画像計測法について検討中であり、INSEANで試行実
験が行われる予定である。局所せん断力、圧力分布について面的な計測が可能であり、船体表面の圧

力分布計測や摩擦抵抗低減関連の実験で今後威力を発揮すると思われる。 
 
(4-2)その他 
 HTAの役割（人的ネットワーク形成、産学間の計測技術法に関するギャップの解消）、Summer 
Schoolによる若手人材育成などについて調査した。 
 

 
特記事項 
HTAの各プロジェクトの詳細については公開されていない部分が多いが、今回の調査により、PIV
（JRP1）、波面計測（JRP3）、高速度ビデオカメラの高度利用（JRP6）について、その内容を明ら
かにすることができた。当初の調査内容に加えて、関連する他のプロジェクトに関する情報も入手す

ることができた。加えて、画像計測法を水槽試験に適用する際の問題点やその対処法について、各研

究者と十分な意見交換をすることができ、非常に充実した調査内容であると考えている。また、日本

の同分野の研究者にとっても有益な内容であると考えている。今回の調査で知り合うことのできた研

究者とは今後も連絡を密に取り合い、最新動向を追跡調査していきたい。 
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